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Rhodococcus 属細菌由来スチレンモノオキシゲナーゼを利用した光学活性エポキシ化合物の生産

○戸田　弘、今江龍太、伊藤伸哉（富県大工）


Bioproduction of enantiopure (S)-epoxides using recombinant Escherichia coli cells expressing Rhodococcus sp. ST-10 styrene monooxygenase (SMO)
○Hiroshi Toda, Ryouta Imae, Nobuya Itoh (Dept. of Biotechnol., Toyama Pref. Univ.)

	　土壌より単離したスチレン資化性菌Rhodococcus sp. ST-5, ST-10 は、スチレンを単一炭素源として生育することができ、スチレン資化性Pseudomonas 属細菌と同様な代謝経路を有することが示唆されている。本研究では、Rhodococcus sp. ST-5, ST-10 が有するスチレン代謝関連遺伝子を単離・解析し、一連の代謝系路を明らかにするとともに、異種宿主発現を利用した各種エポキシ化合物生産プロセスの構築を試みた。

既知のスチレンモノオキシゲナーゼ(SMO)、スチレンオキシドイソメラーゼ(SOI)のアミノ酸配列を基に、Rhodococcus sp. ST-5, ST-10 両菌株よりスチレン分解に関わるオペロンを単離した。組換え酵素を用いた解析により、これらの両菌株由来のSMOがスチレンをはじめとする各種芳香族アルケンおよび直鎖アルケンを基質として、高い光学純度の(S)-エポキシドを生成することが明らかになった１）。さらに、Leifsonia sp. S749 由来アルコール脱水素酵素(LSADH)をNADH 補酵素再生系として組み込んだSMO-LSADH共発現菌体を作成しエポキシド生産試験を行ったところ、初発基質濃度200 mM のstyrene から鏡像体過剰率(e.e.) 99.8% 、終濃度約170 mMの光学活性な(S)-styrene oxideが得られた。
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1) H. Toda et al. (2012) Appl Microbiol Biotechnol, DOI 10.1007/s00253-011-3849-3
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